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各
代
議
員
か
ら
、

多
く
の
報
告
・
提
言
が
出
さ
れ
る

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
19
日
に
第
37
回
定
期
大
会
を
東
京
・
新
橋

交
通
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類
か
ら
５
類
に
な
っ
て
初
め
て
の
開
催
と
な
る
今
大

会
は
、
次
な
る
世
代
へ
繋
ぐ
大
会
で
も
あ
り
、
国
労
の
組
織
と
運
動
を
将

来
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
、
組
織
整
備
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
報
告
し
ま
す
）

大
会
は
渡
辺
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
佐

藤
敏
幸
代
議
員
（
神
奈
川
）
、

副
議
長
に
は
早
川
代
議
員
（
東

京
）
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
代
議
員

が
会
場
に
集
ま
り
、
一
部
傍
聴

者
が
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
を
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
伊
藤
委
員

長
が
３
点
に
わ
た
り
挨
拶
を
し
、

来
賓
の
国
労
弁
護
団
・
海
渡
先

生
、
福
田
先
生
か
ら
、
国
労
闘

争
・
不
採
用
問
題
の
解
決
に
尽

力
さ
れ
、
今
年
２
月
に
亡
く
な
っ

た
宮
里
先
生
の
思
い
出
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
国
労
本
部
・
岩

本
書
記
長
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。
経
過
報

告
・
方
針
提
案
、
財
政
報
告
・

予
算
案
提
案
が
行
わ
れ
、
昼
食

休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

再
開
後
、
経
過
２
名
、
方
針

10
名
の
発
言
で
は
、
組
織
拡
大

へ
の
取
り
組
み
、
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
、
安
全
へ
の
取
り
組
み
、

女
性
社
員
の
問
題
、
将
来
へ
の

機
関
整
備
な
ど
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
、
８
月
の
柏
営
業
統
括

セ
ン
タ
ー
（
取
手
駅
）
で
の
国

労
加
入
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
ス
ト
権
一
票
投
票
で
は
、

ス
ト
権
が
確
立
し
ま
し
た
。
最

後
に
新
執
行
部
を
代
表
し
、
伊

藤
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
き
な
１
点
目
は
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
各
種
施
策
、
構
造
改
革
と
私
た
ち
の
労

働
実
態
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
職
場
・
系
統
を
超
え
た
「
融

合
と
連
携
」
「
柔
軟
な
働
き
方
」
と
称
し
て
組

織
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
主
役
は

「
社
員
」
で
あ
る
旨
を
徹
底
し
、
組
織
横
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
社
員
の
「
声
」
「
発
意
」
を

巧
み
に
利
用
し
、
社
員
の
成
長
と
会
社
の
持
続

的
な
発
展
を
促
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
労
組
未
加
入
者
の
「
声
な
き
声
」
の

集
約
に
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
多
く

の
不
平
・
不
満
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
直
近
で

は
働
き
方
や
待
遇
面
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
投

稿
が
一
番
多
い
企
業
と
い
う
不
名
誉
な
、
残
念

な
紹
介
の
さ
れ
方
を
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

怒
り
、
不
満
が
こ
う
し
た
投
稿
と
な
っ
て
現
れ

て
い
る
こ
と
の
危
機
感
を
労
働
組
合
と
し
て
も

真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
内
房
線
感
電
・
死
亡
事
故
」
「
大
船
駅
構
内

電
化
柱
衝
撃
」
を
は
じ
め
、
大
惨
事
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
事
象
・
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
個
々
の
対
策
は
も
と
よ
り
、
背
景

や
原
因
・
要
因
な
ど
労
働
組
合
視
点
で
の
丁
寧

な
検
証
作
業
を
進
め
て
、
会
社
に
対
策
を
求
め

て
行
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

大
き
な
２
点
目
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
向

け
た
組
織
整
備
に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
の
大
会
以
降
、
２
名
の
仲
間
の
拡
大
を

勝
ち
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
該
分
会
の

奮
闘
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
取
り
組
み
に

学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
原
則
出
向
の
再
雇
用
制
度
の

中
で
、
今
年
度
で
多
く
の
国
鉄
世
代
は
出
向
職

場
へ
と
離
れ
ざ
る
を
得
ず
、
日
常
的
に
同
じ
職

場
で
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
は
厳
し
く
な
り
ま

す
。
今
後
の
体
制
確
立
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の

か
、
組
織
の
戦
線
整
備
は
急
務
な
課
題
で
す
。

次
世
代
の
皆
さ
ん
に
過
度
な
負
担
を
か
け
な
い

機
関
運
営
と
、
Ｊ
Ｒ
世
代
の
横
の
連
携
、
そ
し

て
、
会
社
と
向
き
合
う
た
め
の
戦
線
整
備
と
い

う
観
点
か
ら
、
「
今
後
の
国
労
東
日
本
本
本
部

『
組
織
の
在
り
方
』
と
規
約
改
正
（
案
）
に
つ

い
て
」
を
提
案
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

大
き
な
３
点
目
は
、「
『
あ
ら
た
な
戦
前
』
に

さ
せ
な
い
」
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て
で
す
。

「
聞
く
力
」
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
看
板

に
掲
げ
誕
生
し
た
岸
田
政
権
発
足
か
ら
２
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
先
の
国
会
で
は
、

防
衛
費
増
額
の
財
源
を
確
保
す
る
特
別
措
置
法

や
、
原
発
の
60
年
超
運
転
な
ど
重
要
法
案
が
、

疑
問
や
懸
念
が
払
拭
さ
れ
な
い
中
で
成
立
し
ま

し
た
。
閉
会
後
に
岸
田
首
相
は
、
改
憲
の
目
標

に
つ
い
て
自
民
党
総
裁
任
期
の
来
年
９
月
ま
で

の
実
現
を
示
す
な
ど
、
「
聞
く
力
」
と
は
裏
腹

に
反
動
性
を
強
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
５
月
の
「
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
、
Ｇ
７
首
脳
に
よ
る
「
核
軍
縮
に
関
す
る

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、
現

実
的
な
対
応
は
示
さ
れ
ず
、
核
抑
止
力
の
維
持

が
正
当
化
さ
れ
る
な
ど
失
望
と
落
胆
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

２
月
の
委
員
会
に
て
、
タ
モ
リ
さ
ん
の
言
っ

た
「
あ
ら
た
な
戦
前
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
危
険
な
時
計
の
針
は
さ
ら
に
進
み

ま
し
た
。
私
た
ち
交
通
運
輸
産
業
は
平
和
の
上

に
成
り
立
つ
業
種
で
あ
り
「
武
力
で
平
和
は
つ

く
れ
な
い
」
と
引
き
続
き
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
一
層
厳
し
く
、

今
後
も
困
難
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
９
地
本

本
部
の
団
結
と
代
議
員
各
位
の
真
摯
な
討
論
に

て
、
当
面
す
る
運
動
方
針
を
確
立
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
、
東
日
本
本
部
執
行
員
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

Ｊ
Ｒ
世
代
を
繋
ぐ
、

連
携
と
戦
線
整
備
を

進
め
よ
う

国労
東日本

議長
神奈川・佐藤代議員

副議長
東京・早川代議員



国労北海道本部　　 国労東海本部　  　国労西日本本部

国労四国本部　　　 国労九州本部

関東交運労協

ＪＲ東日本労働組合 ＪＥＳＳ－Ｕ

国鉄労働会館

ありがとうございました

・海渡 雄一 弁護士　・福田 護 弁護士

・岩元 孝信 書記長 ・菊池 忠志 専務

【国労本部】

【東日本本部顧問弁護団】

【アベニール株式会社】

○
盛
岡
地
本

○
秋
田
地
本

○
仙
台
地
本

○
新
潟
地
本

○
高
崎
地
本

○
水
戸
地
本

○
千
葉
地
本

○
長
野
地
本

○
東
京
地
本

　

・
阿
部　

茂
樹

　

・
高
瀬　

貴
弘

　

・
佐
藤
智
恵
美

　

・
秋
山　

正
浩

　

・
佐
々
木
雄
平

　

・
藤
井　

明
人

　

・
保
泉　

誠

　

・
小
泉　

慶
起

　

・
嶋
田　

福
実

　

・
坂
本　

善
昌

　

・
佐
藤　

賢
一

　

・
早
川　

義
貴

　

・
丸
山　

雄
太

　

・
渡　
　

一
夫

　

・
佐
藤　

敏
幸

　

・
新
井　

孝
久

　

・
初
山　

知
幸

定
数
　 

名
17

東
日
本
本
部
委
員

31国鉄新潟 新潟 新潟地方本部

47国労秋総 秋田 秋田総合車両センター支部

64蘇我運輸区分会ニュース 千葉 蘇我運輸区分会

紙名 号数 地本 発行機関

優秀
表彰

最優秀
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２０２２年度機関紙表彰

優秀
表彰

長野 / 清水 淳

千葉 / 高橋 弘幸

最優秀
表彰

長野 / 松木 功

第１６回組織拡大標語

2019年・第33回定期大会から執行委員を１期
２年、2021年・第35回定期大会から執行副委
員長を１期２年務めました。

【
執
行
委
員
長
】

伊
藤

隆
夫
【再
】

【
執
行
副
委
員
長
】

渡
辺

信
之
【再
】

彦
田

貴
弘
【新
】

【
書
記
長
】

武
田

幸
喜
【再
】

【
執
行
委
員
】

常
盤

達
雄
【再
】

中
谷

慎
一
【再
】

和
賀

聖
司
【再
】

【
会
計
監
査
員
】

塩
澤

冨
世
【再
】

飯
島

英
樹
【再
】

矢
部

雄
一
【再
】

退任役員
ごくろうさまでした


